
2022年度 事業報告書
2021年 10月 1日 から2022年 9月 30日まで

特定非営利活動法人 日本免疫学会

1事業実施の方針

本法人の当年度の事業は、昨年に引き続くCOⅥD-19感染拡大により、各事業においてハイブリッド開催等の新しい
試みがなされ、概ね事業計画に基づき下記の通り実施された。当年度も、「きばう」プロジェクト(免疫学博士課程学
生支援)に代表される若手育成事業を推進し、本法人及び日本の免疫学の将来を担う人材育成の基盤を固め、従
来の免疫学の研究発表事業を拡充させた。また、免疲サマースクール、免疫ふしぎ未来、SNSやYouTubeチャンネル
による発信等、一般市民 (園児から大人まで)への啓発事業を拡充させ、国民の医療福祉の増進に寄与することが
できた。今後は、ポストコロナ時代に向けて諸外国免疫学会との連携・交流・情報交換を進め、一層の国際化に向け
て日本のプレゼンスを示すため、ダイバーシティ、ジェンダーバランスを意識し、若手を中心とした海外関連学会での
発表の補助・促進を行うと同時に、海外からの事業参加者受け入れの拡大も図る。

2事業実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業実施に関する事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対彙
者の範囲
及び人数

支出額
(千円)

①研究発表事業
学術集会の開催等によ
る免疫学に関する研究
発表事業

日本免疲学会学術集会を開催し、学術
研究の成果等の発表を行つた

12月 8日 ～10日
奈良春日野国際
フォーラム甍

ハイブリッド開催
約30人

医療関係者
及び

一般市民

約2.∞0人

73,607

②発行事業
免疲学に関する機関紙
及び論文図書等の発行
事業

免疫学に関するこュースレターや学術集会記
録及び intomationa1lmmunolo″ を発行
した

ニュースレター

年2回 (:0・ 4月 )

学術集会記録
年1回 (11月 )

int'l inrnunol.

年 12回

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

約30人

医療関係者
及び

一般市民

約4oЮ人

10,151

免疫学に興味を持つ若い人達を中心に
免疲学研究の楽しさ等を伝えるサマースクー

ルを実施した
8月 22日 ～25日

大阪大学
生中キャンパス

大阪大学会館
約40人

一般市民

120名

2,500

広く一般市民を対象に、免疫学への理解
増進と本会の情報公開を図るため、研究
者による講演、研究者との交流、研究内
容の展示、観察体験等をSNSを活用し広
く周知し、東京とオカインで実施した、ま
た、免疫に関する基礎から最新の研究を
一般の方に広く知っていただくため、新し
いYouTubo動画をアップロードした

7月 31日
日本科学未来館
ハイプリッド開催

約50人
一般市民

約2.000人

2,727

生物科学連合の教育関連分科会による
「高等学校の生物教育における教育用語
集」作成に向けて、免疫応答、アレル

ギーの定義と用語解説について検討を
行ない、重要語集の中で20幅に絞る作

業を行つた

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

10人

全国の

高等学校の
生徒

約3∞万人

177

③普及啓発事業
公開市民講座の開催等
による免疫学の普及啓
発事業



免疫学の進歩に寄与する独創的で顕著
な研究成果を発表し、なお将来の発展を
期待し得る学問的に優れた研究者に対し
学会賞(1名 )を与え、ヒト免疫研究の推
進を目指し、当該分野で顕著な業績を挙
げた研究者に対しヒト免疫研究賞(1名 )

を与え、免疫学での顕著な果績・貢献を
挙げた女性研究者に対し女性免疫研究
者賞(1名 )を与え、免疫学分野において
優れた研究をおこなつている若手研究者
に対し、研究奨励賞(5名 )をそれぞれ与
え、顕彰した

12月 8日
奈良春日野国際
フォーラム甍

ハイプリッド開催

9人

医療関係者
及び

一般市民

約2αЮ人

1.855

本会名誉会員である
にちなんで、将来の日本の

免疫学を担う研究者の育成を推進するた
め、Tadamtsu KishimOto lntema● onai

Travel Award、 「き|まぅ」プロシ
・ェクトとして、

学会賞受賞者へ「きぼう特別研究助成」
と博士課程大学院生への奨学金支援
(免疫博士課程学生支援「3年間支援」採
択者9名 、「2年間支援」採択者2名 )を行
い、また継続して2019～ 2021年度の学生
支援採択者には奨学金を、2019年の若
手研究者自立支援採択者には独立支援
費を支給した

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

17人

医療関係者
及び

一般市民

約10o00人

97,947

本会名誉会員である
とその

夫人にちなんで、Ursula and Frt2
Melchers Travel Awardを 設けて、国内
の大学、研究所で免疫学研究に励んで
いる大学院生および研究生が日本免疫
学会学術集会に参加して発表する際の
国内旅費、参加費の一部を援助した

12月 8日 ～10日
奈良春日野国際
フオーラム甍

ハイプリッド開催
9人

医療関係者
及び

一般市民

約■500人

150

若手免疲学研究者による独創的で先端
的な研究をサホ

・―卜するため、日本へ・外ン・

ディッキンソン株式会社と共同し、着手免疫
学研究支援事業を実施し、採択者の選
考を行つた

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

9人

医療関係者
及び

一般市民

約2.0∞人

1

若手女性免疫学研究者による独創的で
先端的な研究をサホ

・―卜するため、トミーデシ
・

タルハ
‐
イオロゾー株式会社と共同し、若手女

性研究者研究支援事業を実施し、採択
者の選考を行つた

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

9人

医療関係者
及び

一般市民

約2.αЮ人

1

学会設立50周 年記念事業として、「写真
で見る日本免疲学会50年」及び、
:威emationa‖ mmunolo″誌の記念特別
号として発行し、関係者へ配布した

12月

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

41人

医療関係者
及び

一般市民

約 :0.αЮ人

4.892

④協力活動事業
国内外の関係学術団体
との連絡ならびに協力
活動事業

国内外の免疲学に関連する関係学術団

体との情報交換を行い、協力関係を構築
した

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

7人

医療関係者
及び

一般市民

約4息Ю人

3,475

③普及啓発事業
公開市民講座の開催等
による免疫学の普及啓
発事業



⑤情報提供事業
webサイト等を通じての
免疫学に関する情報提
供事業

広く市民に対して、免疫学及び関連分野
の情報をwebサイト等を通して情報提供
をした

通 年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

18人

医療関係者
及び

一般市民

約:00∞人

66



2022年度 活動計算書

2021年 10月 1日 から2022年 9月 30日 まで

盤立』整艶壼蜃嵯と生」2B秘奎生金
(単位 :円 )

科 目 金 額

I 経常収益
l受取入会,

正会員受取入会貴
学生会員受取入会費

2受取会,
正会員受取会,
学生会貝受取会,
賛助会員受取会,

3受取寄付金

4受取助成金

5事業収入                      |
(1)学術集会の開催等による免疫学に関する研究発表事業

|

(2)兒疫学に関する機関誌及び綸文図書等の発行事業  |
(3)公開市民講座の開催等による免疫学の普及啓発事業 |

(4)国内外の関係学術団体との連絡ならびに協力活動事業
|

(5)webサ イト等を通しての免疫学に関する情報提供事業 |

6その他収益

受取利息

雑収入

経常収益計

Π 経常費用

l事業費

(1)人件費

給与手当

臨時雇贅全

通働費
法定福利費

福利厚生貴
人件費計

(2)その他経費

賃借科

業務委託費

印刷製本費

通信運搬費

消耗品費

旅費交通費

会議費

会場,
機材備品費

保険科

広告宣伝費

水道光熟費

支払手数料
減価償却費
租税公屎

議会,
支払寄付金

賞金

雑■
退職給付引当金繰入

その他経費計

事業費計

2管理費

(1)人件費

給与手当

通勤費

法定福利費

福利厚生■
人件費計

(2)その他経費

贄借科

業務委託費

印刷製本■

通信運搬費

消耗品費
旅費交通費

会議費

保険料

水道光熱費
支払手数料
減価償却費
租税公課
議会,
雑費
退職給仕引当金繰入

その他経費計
管理■計

経常費用計
当期正味財産増加額
前期繰越正味財産猥
次期操む正味財産額

158,000

205.000 363,000

33.183.000

124.003,980

5.701.124

31.725,870

126.915

245,103,889

218.725.836

30.151.000

1.302.000

1.230.000

124.003.980

5,701.124

68.313.000

10,902,870

2.210.000

0

300.000

2,276

124.639

17,211,268

0

372,955

2.801.135

46,482

20,431.840

1.670,200

33.427.172

7.926,796

1,838.014

1.228.354

5,186.925

3.414.043

9,670,402

17.647.349

61.031

161.553

143,153

1,038,844

102.585

6()0

3.465,αЮ

77.470,952

11.699,670

0
964.030

197.549.O13

21.176.823

177.117.173

8,655,462

137.925

1,415,991

25,599

10.234.977

l.002,120

3.629,183

304.748

628.294

233.080

233,254

6.600

3.188

85,893

312,563

37.253

3,620,300

240.550

26.400

578.420

10.941.846

26.378.053

220 709 552

247.087.605



2022年度 貸借対照表

2022年 9月 30日 現在

生農撻墾堕璽壁 込」コ団濃壺会

(単位 :円 )

科
日
Ｈ 金 額

I 資産の部

1流動資産
現金預金
前払費用
未収入金

流動資産合計

2固定資産
工具器具備品
ソフトウェア

電話加入権
出資金
長期前払費用
差入保証金

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1流動負債
未払金
預り金
前受金
法人税等充当金

未払消費税

流動負債合計

2固定負債
退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

298,44(),801

7,875,288

496,000

306 812 089

1 106 657

39 712 521

60 831 141

1

47,250

10,000

10,000

105,206

934 200

883,960
1,940,861

33,963,000
70,000

2,854,700

21 118 620

21,118,620

220,709,552
26,378,053

247,087,605

307.918,746



2022年度 計算書類の注記
生宣左壺 五望壁 込」」國墾饉会

1.重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011午 11月 20日 一部改正
NPO法人会計基準協議会)によっております。

(1)固 定資産の減価償却の方法
①有形固定資産の減価償却は定率法を採用しております。
②無形固定資産の減価償却は定額法を採用しております。

(2)引 当金の計上基準
退職給付引当金は従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に
基づき当期末に発生していると認められる金額を計上しております。
なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算しております。

(3)消 費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式を採用しております。

2.事業費の内訳
別紙

3.使途等が制約された寄付金等の内訳
使途等が制約された寄付金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は247,087,605円 ですが、そのうち2,566,615円 は、下記のように使途が特定
されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は244,520,990円 です。

(単位 :円 )

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

Ursula & Fritz Melchers Travel
Award

合 計

2,466,615 250,000 150,000 2,566,615 翌期以降使用
予定

2.466.615 250.()00 150.000 2.566.615

4.固 定資産の増減内訳
円 )

科 目 月首取得価額 取得 減 少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
1

47.250

10,000

10,000

105,206

934,200

788,400

202,500

10,000

10,000

8,194

934,200

788,400

202,500

10,000

10,000

105,206

934,200

788,399

155,250

0

0

0

0

1.106.6571.953.294 105.206 8.194 2.050.306 943.649合計

工具器具備品
ソフトウェア

電話加入権

出資金

長期前払費用

差入保証金
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2022年 度 財産 目録

2022年 9月 30日 現在

生定理望壺蜃嘘去 _E郵控四餘

(単位 ,円 )

科 目

I 贅産の部

1流動資産
現金預金
見金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
定期預金
定期預金
定期預金
定期預金
定期預金
定期預金
定期預金
定期預金
前払費用
前払費用
前払費用
前払費用
未収入金
未収入金
未収入金

ゆうち,1:1,
0,ら日1"/著‖奎
み‐rl"■行 た段支店
み詢晰 九政攻適/",1回
み切衝 凛 店/環 ,2回
■井住い 本店

=■
廊

■井佳動 所厳 店/t付金
‐丼住赫 祀 店ノ■1.

●¨ 凰含

…

店
0′ ●ユお よ凛麻支店
験冑僣用査

“
'■

■支店
■晏。●!●

"軟
葉凛吹m支店

みすほ颯行 几長支

"‐■嵌

`腋
行 本魔 貪

“
‐井住波集行 所越 店
中′郷宿騰  =“口,支店
,そ方ヨ:行 状華,:女 :,,

■南億層全庫 嗅 店
真壺僣層金菫 よ豪凛支店
‐■■,1薇村 よ■輛 支店
S,口

`口
,

,―ネー

“

1月

"Kl、●、●
``‐

|́●合苺n
●コ回争斎彙会
,レジ′

…

会会

'レ
ジ́ 1決蒻会

',レジ′`決姜キ付金

流動贅産合計

2固定資産
工具器具備品 複合機
ソフトウェア
電話加入権
出資金 中ノ郷信用組合
長期前払費用 第52回 学術集会
差入保証金

固定資産合計

資産合計

Π 負債の部

1流動負債
未払金 事務所家賃・水道光熱費
未払金 晩 疫ふしぎ未来」2022オンライン開催経費
預り金 源泉所得税
前受金 受取寄付金
前受金 参加登録料
前受金 展示会収入
前受金 クリニカルセミナー
前受金 受取助成金
前受金 大会広告掲載料
前受金 テタニカルセミナー
前受金 アフタヌーンセミナー
前資金 抄録収入
法人税等充当金
未払消費税

流動負債合計

2固定負債
退職給付引当金

固定会債合計

負債合計

肛 正味財産の部
前期繰越正味財産
当翔正味財産増加額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

19,720

88.444.994

2.874.658

22,189,664

24.371`090

2,000,000

91,683

3.887.177

12.315.987

19.215
602.789

2,948

61,620,376

10.Oα .000

10,00(),000

10.(,()0.0()0

10,αX,,000

110.α )0.α)0

10.00().(】

")10.(pO.(X)0

10.(Ю O.(X")

133.195

33.000

8.500

7.700.593

37.000

443.000

6

1

47.250

10,000

10,000

105.206

201.960

682.∞ 0

1,940.861

2,(Ю O,000

0.000

2,079,000

19.800.000

500,000

770.000

6,600,(X)0

2,200.000

5.000

70,000

2,854.700

2 8

306.812.089

1.106.657

39.712.521

831 4

21.118.620

220.709.552

26.378.053

247.087.605

307.918.746



書式第 18号 (法第 28条関係 )

2022年度 年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又はE所
=びにこれらの者についての前事彙年度における報目の有無を

“

麟した名暉)

特定非営利 動 法 人 日本 疲学会

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)
氏    名

1 ・監事

タケダ キヨン 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年 月

月

日

日年竹田 潔

2 ・監事

クボ マサ ト 令和3年 10月 1日

令和4年9月 30日

年 月

月

日

日年久保 允人

3
監 事理 事

クロサキ トモヒロ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年

年

月

月

日

日黒崎 知博

4 監 事理 事

ソリマチ /ソ コ 令和3年 10月 1日

令和4年9月 30日

年  月  日

今:   月   日反町 典子

5 監事理 事

ナカャマ トシノ, 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年  月  日

年  月  日中山 俊憲

6 監 事理 事

ミヤケ ケンスケ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年  月  日

年  月  日三宅 健介

7 監 事理 事

ヤマサキ ショウ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年 月

月

日

日年山峙 品

8
監 事

ヨンムラ アキヒコ

吉村 昭彦

令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年 月

月

日

日年

9 ・監事

コヤス ングオ 令和3年 10月 1日

令和4年9月 30日

年 月

月

日

日年小安 重夫

10 ・監事

力′くンマ  ケンジ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年

年

月

月

日

日椛島 健治

事 業 報 告 用



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 監 事

カワtl・  ヒコン

河本 宏

令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年

年

月   日

月    日

12 ・監事

タマ ′」ウ アツン

熊 ノ郷 淳

令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

13 監 事

ンブ ヤ アキラ

澁谷 彰

令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年 月

月

日

日年

14 監 事

,カ ャナギ ヒウン

高柳 広

令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年 月

月

日

日年

15 監 事

タケウチ オサム

竹内 理

令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年  月  日

年:   月   日

16 監 事理 事

t コウジ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年  月  日

年1   月   日長谷 耕

17 監 事理 事

ミヤケ サチコ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年  月  日

年  月  日三宅 幸子

18 理 事

キヨノ ヒロン 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年   月 日

日年   月清野 宏

19 理 事

ヤマモ ト カズヒコ 令和3年 10月 1日

令和4年 9月 30日

年  月  日

年  月  日山本 彦



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 日本免疫学会

氏    名

1 菅村 和夫

2 審良 静男

3 稲葉 カヨ

4 宮坂 昌之

5 烏山

6 清野  宏

7 黒崎 知博

8 高津 聖志

9 瀧  イ申介

10 中山 俊憲


